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われると思いますが、実は70%位で運行しています。つまりエ
ネルギー消費量を30%減らして、なおかつ時速320kmという
高速運転を実現しています。
また山手線については、当初の車両と比べまして、現在
約半分ぐらいのエネルギーで走行しています。このように当社
はこれまで長い間継続的にエネルギーに対して取組んできまし
た。しかしながら、2011年3月11日の東日本大震災以降、さ
らなるエネルギーの取組みが必要であること、そして昨年の
R&Dシンポジウムにおいて、ご来場の皆さまに対して、次に
どのようなテーマを実施してほしいかというアンケートを採りまし
たが、このエネルギーを取り上げてほしいという声が多数ござ
いましたので、今回このような形で取組みをさせていただくこ
とになりました。

本日のスケジュールですが、最初に基調講演として東京大
学の横山先生からご講演をいただきます。その後、特別講
演としてドイツ鉄道CTOのランク様から、ドイツ鉄道の現状の
みならず、ドイツでのエネルギーの取組みも含めまして、ご講
演いただきます。

昨年まで19回開催してきたR&Dシンポジウムですが、今
回、開催方法を大幅に変更し、名前も新たに「JR-EAST 
Innovation 2013」として進めてまいります。それでは内容に
ついてご説明します。

技術革新2.
グループ経営構想Ⅴに記載されている「技術革新」を集
中的にご紹介します。

四つのテーマをご紹介します。一つは安全です。特に震
災等を受け防災の取組みについてご紹介等をさせていただき
たいと考えております。それから当社における技術革新の三
つのテーマであるエネルギー・環境戦略の構築、ICTの活
用、新幹線のさらなる高速化についてご紹介します。今回
JR-EAST Innovation 2013ではエネルギー・環境戦略の構
築を中心に進めてまいります。
鉄道システムは、かなり効率的なシステムだと言われていま

す。例えば新幹線につきましては、東北新幹線で2013年の
春から時速320km運転をおこなっていますが、時速240kmで
走っていたときと比べて、当然エネルギー量が増えていると思
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具体的な取組みとして、2014年の春から烏山線で運転を
始めます、蓄電池駆動電車とスマートグリッド。それから右下
が総武線地下駅を想定した空調負荷の解析です。

創エネですが、我々は現在太陽光発電を中心に再生可能
エネルギーの導入を進めておりますが、今後、北東北を中心に
風力や地熱、それから木材を使用したバイオマスといった取組
みも始めようと検討しておりますので、この話題もご紹介をしてい
きたいと思います。再生可能エネルギーの使い方については大
変難しい課題がありますので、それらについても今日ご出席の
先生方から貴重なアドバイスを伺いながら、話を進めてまいりた
いと思っております。

これが具体的な北東北エリアの例です。風力は秋田地区、地
熱、バイオマスについては青森地区ということで、主に北東北を中
心として、今、計画・調査を進めているところです。

午後はいくつかのセッションに分けています。メイン会場に
おけるパネルディスカッションについては「鉄道におけるエネル
ギーイノベーション」ということで二部構成にしています。第
一部は省エネに関する議題、第二部は創エネに関する議題
で、主に再生可能エネルギーの利用拡大といったテーマで議
論を進めてまいります。

省エネは鉄道に限っての省エネ関係の話から、鉄道版ス
マートグリッドというように進めてまいりますが、この際に当社外
の知識や技術の動向なども織り交ぜながら議論を進めてまい
りたいと思います。
地下駅については、建物の問題として取り上げたいと思っ

ております。建物については地道に研究してまいりました結果、
今年度「日経地球環境技術賞」優秀賞を受賞いたしました。
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とアライアンスを組みながら進めております。ここでは詳細な
説明は省かせていただきますが、これ以外にも今進行中の件
名が多数あります。このJR-EAST Innovation 2013を機会
に、本日ご来場の皆さまからご提案がありましたら、是非お受
けしたいと考えており、いろいろな形で外部とのアライアンスを
深めて今後のテーマの深掘りをしていきたいと考えております。

それから海外との関係ですが、特に本日ご出席のドイツ鉄道
との交流は昨年20周年を迎え、技術交流のみならずマーケティ
ングや駅開発、そしてリスク・アセスメントについても議論を進
めているところです。
またフランスのパリ交通公団についても本年の5月に技術交
流を始めることで覚書を交わしました。
大学についてはMITに、1991年から寄附講座を開設いた

しまして、いろいろなアドバイスを受け、あるいはこちらから留
学生を送るなど共同研究を進めているところです。

以上、本日のメニューをご紹介いたしましたが、我々、昨
年までのR&Dシンポジウムを、今回Innovationという言葉を
使ったのは、技術革新はR&Dだけではないと理解しており、
もっと幅広い意味で世の中の技術をとり入れていくということも
含めています。本日ご来場の皆さまとの関係も深まっていくと
思いますので、ぜひご指導ご鞭撻をよろしくお願いします。

オーラルセッションにつきましては、会場を3階と4階に分けて
実施します。内容については防災、新幹線の高速化、そし
てICTの活用です。

主な内容ですが、まず防災については地震や震災時にお
ける避難誘導についての取組みをご紹介します。
次にICTについてですが、大きく分けて三つあります。一

つ目は昨年のR&Dシンポジウムにてご紹介しましたスマートメ
ンテナンスの現在の進捗状況についてです。
二つ目はお客さまサービスについてです。特に情報提供に

ついて、取組みを進めてきましたので、現状についてお話い
たします。またオープンデータ等の取組みについてもご紹介い
たします。
三つ目は無線を利用した列車制御システムです。これにつ

いては仙石線において実用化をしていますが、今後、首都
圏各線区に導入する計画もありますので、ATACSについて、
ご紹介をさせていただきたいと思っております。
そして、新幹線の高速化についての課題も紹介していきた

いと思っております。

オープンイノベーション3.
オープンイノベーションについてですが、ただ今ご説明した
テーマについて、大学や様 な々研究機関、あるいはメーカー


